
仕 様 は 改 良 の た め お 知 ら せ せ ず に 変 更 す る こ と が あ り ま す 。

単 位 ： ｍ ｍ

ペアリング 入力切替 音量 選局 電源

品　名 ２２Ｖ型浴室テレビ

ＶＢ－ＢＳ２２９

幅５８０ｍｍ　×　奥行３８ｍｍ　×　高さ３９５ｍｍ（ケーブル・コネクタ含まず）

２２Ｖ型（幅４７．７×高さ２６．８　／　対角５４．７ｃｍ）

形　名

電源ボックス

使用温度範囲

画面サイズ

電源

横　１９２０×縦　１０８０

ＪＩＳ　ＩＰＸ５相当　＊３

ＢＳ／１１０度ＣＳデジタル

地上デジタル・ＢＳ／ＣＳ－ＩＦ　７５Ω不平衡　Ｆ型コネクター

ＡＣ１００Ｖ　５０／６０Ｈｚ

仕 様

６．０ｋｇ（据付板含まず）

０．７ｋｇ

＋０℃　～　＋５０℃

１０～９０％ＲＨ（ただし、結露なきこと、＋４０℃／９０％ＲＨを最大とする）

画素数

消費電力 ２０Ｗ　（待機時　約１．６Ｗ）

セット内容

モニター、フロントカバー（モニター用）、電源ボックス、リモコン、ｍｉｎｉＢ－ＣＡＳカード（赤）、

単４形乾電池（リモコン用）２本、リモコンホルダー、両面テープ（リモコンホルタ゛ー用）、

モニター固定ネジ　４本、モニター固定ネジ　星形（防犯用）　２本、

液晶
パネル
＊１

（標準値）　左右　各約８５゜、上下　約８０゜視野角

（標準値）　２５０　ｃｄ／ｍ２輝度

（標準値）　３０００：１コントラスト比

ＬＥＤ使用光源

実用音声出力 ２．５Ｗ＋２．５Ｗ

受信可能放送 地上デジタル（ＩＳＤＢ－Ｔ，９０～７７０ＭＨｚ）

（ＩＳＤＢ－Ｓ，１０３２～２０７１ＭＨｚ）

入力端子
アンテナ入力

リモコン 電源：ＤＣ３Ｖ（単４形乾電池２個使用）

モニター
製品寸法
（約） 幅７０ｍｍ　×　奥行２２０ｍｍ　×　高さ７４ｍｍ（コネクタ等の突起含まず）

電源ボックス

モニター
製品質量
（約）

使用湿度範囲

保存温度範囲 －２０℃　～　＋６０℃

５～９０％ＲＨ（ただし、結露なきこと、＋４０℃／９０％ＲＨを最大とする）保存湿度範囲

モニター
防水仕様

リモコン ＪＩＳ　ＩＰＸ７相当　＊４

リモコン

８５ｇ（電池含まず）

幅５０ｍｍ　×　奥行１５０ｍｍ　×　高さ２２ｍｍ（ホルタ゛ー含まず）

リモコン

マグネット（リモコンホルダー用）、電源接続ケーブル　４ｍ、アース線　１ｍ、据付板、

ＣＡＴＶパススルー対応（ＶＨＦ１～１２，ＵＨＦ１３～６２，ＣＡＴＶ　Ｃ１３～Ｃ６３ｃｈ）

出力端子 ２．５Ｗ＋２．５Ｗ（１ｋＨｚ，４Ω）　※接続には、別途　外部スピーカーケーブルセットが必要です。外部スピーカー出力

取扱説明書（保証書付）、工事説明書

区分名 ＤＣ

年間消費電力量 ４９ｋＷｈ／年

＊１　液晶パネルは非常に高度な技術で作られており、９９．９９％以上の有効画素数がありま

　　　すが、０．０１％以下の画素欠け常時点灯するものがありますが故障ではありません。

＊３　定められた条件で、あらゆる方向から水の噴流を受けても有害な影響を受けない

　　　もの。

＊４　定められた条件で、水中に没しても内部に水が入らないもの。

＊２

＊２　モデム／ＬＡＮは搭載されておりませんので、双方向番組サービスはご利用に

　　　なれません。ご了承ください。

ＨＤＭＩ端子コネクタ（タイプＡ）ＨＤＭＩ入力

※接続には、別途　ＨＤＭＩケーブルが必要です。

※接続には、別途　Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈスピーカーが必要です。Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ出力

アンテナケーブル　４ｍ、Ｆ型中継接栓、据付板取付けネジ（４ｘ２５）　８本、
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長押し：リセット

対応プロファイル：Ａ２ＤＰ、ＡＶＲＣＰＢｌｕｅｔｏｏｔｈ入力

５４３１ ７２ ６

ＤＲＡＷＩＮＧＤＥＳＩＧＮ

ＴＩＴＬＥ

２０１８／０５／１１

－

ＳＣＡＬＥ／尺度

－

１

３

２

Ｎｏ． ＤＡＴＥ／日付
ＮＡＭＥ

ＲＥＶＩＳＩＯＮＳ／内　容 ＱＵＡ／数

－ － － －

ＤＲＡＷＩＮＧ　ＮＯ．

／ 図 面 名 称

／ 図 面 番 号

ＴＷＩＮＢＩＲＤ　ＣＯＲＰＯＲＡＴＩＯＮ

／ 日 付ＤＡＴＥ

ＴＯＬＥＲＡＮＣＥ（±）

／担当

／ 設 計 ／ 製 図

ＰＡＰＥＲ　ＳＩＺＥ　Ａ３４
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Ｄ

Ｅ
０４０－３００７６９－００

ＶＢ－ＢＳ２２９型　浴室テレビ

Ｈ．Ｎｉｓｈｉｚａｗａ Ｈ．Ｎｉｓｈｉｚａｗａ


